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はじめに
²³⁸Uが²⁰⁶Pbに壊変する途中に生じる²³⁰Thを
用いるU-Th法は²³⁰Thの半減期が75,690年であ
ることから，過去30万年前までの年代測定に
向いている．一方，U-Pb法（特に²³⁸U-²⁰⁶Pb
法）は地球誕生時の年代から第四紀まで幅広く
年代値を得ることが出来，近年の分析機器の性
能向上により，若い方では10万年前程度まで
年代測定が可能である．Ito (2014) は約10万
年前に噴出したToya（洞爺）テフラのジルコ
ンを用い，U-PbとU-Thの同時年代測定が可能
であるとしたが，Guillong et al. (2015)によ
り，Ito (2014)のU-Th年代測定の不備が指摘さ
れたことにより，このような試みは進展してい
ないようである．
筆者は，Ito (2014) 発表後も，同じ分析機
器・分析条件を用いた第四紀テフラの年代測定
を行い，主にU-Pb年代測定結果のみを報告し
てきた (例えば，Ito and Danišík, 2020) が，
²³⁰Thも同時に測定していたため，U-Th年代の
評価も可能であった．今回，Guillong et al. 
(2015) の指摘を踏まえ，再度，ToyaのU-Pb，
U-Th同時年代測定を行った結果を報告する．
 
Guillong et al. (2015)の指摘に対する対応
Guillong et al. (2015) は，Ito (2014) では
²³⁰Thが正確に測定できておらず，そのために
放射平衡であるべき試料（> 0.4 Maの試料）
の² ³ ⁰ T h / ² ³ ⁸ Uの放射能比，すなわち，　　　
(²³⁰Th/²³⁸U) が1になっていないことを指摘し
た．また，²³⁰Thを正確に測定するためには，

①²³²Th由来のmass 230の評価，②ジルコニウ
ムの酸化物（Zr₂O₃）由来のmass 230の評
価，が必要で，それらの影響を補正することで
放射平衡であるべき試料の (²³⁰Th/²³⁸U) が1に
なることを示した．
今回，上記2つの評価を行ったところ，①に
関しては，モナザイト中の²³²Thの約5 ppmが
mass 230として計測されていることを確認し
た．また，②に関しては，（UとThの含有量を
無視できる）合成ジルコンを用いて，mass 
230を測定したところ，mass 230はほとんど
生成されないことを確認した．以上の検討を
行った上で，放射平衡であるべきジルコン試料
（1062 Maの91500，337 MaのPlešovice，
28 MaのFish Canyon Tuff，0.8 MaのBishop 
Tuff）の (²³⁰Th/²³⁸U) が1になることを確認し
た（Fig. 1）．

ToyaのU-Pb，U-Th同時年代測定
以上の検討を行った上で，Toyaを再測定した
結果，U-Pb年代で0.12 ± 0.04 MaがU-Thアイ
ソクロン年代で0.10 ± 0.01 Ma（誤差はとも
に2σ）が得られた．詳細は，Ito (submitted) 
を参照されたい．
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Fig. 1. (²³⁰Th/²³²Th) vs. (²³⁸U/²³²Th) activity ratios for reference zircons expected to be in 
secular equilibrium, measured by SF-LA-ICP-MS. Note that nearly all reference zircons 
demonstrate secular equilibrium and plot along the equiline. Inset: (²³⁰Th/²³⁸U) vs. U 
concentration for the same reference zircons. Dashed line ((²³⁰Th/²³⁸U) = 1) demonstrates 
secular equilibrium. Note that low-U 91500 zircon shows the largest deviation from 
equilibrium (unity), but remains unity within uncertainty. Uncertainty is given as 1σ.
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